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漢字の「感じ」



漢字の「感じ」



◆共感覚(Synaesthesia)　ギリシャ語
=syn（共に）＋aesthesis（感覚）

文字に色が見える＝色字

音に色が見える＝色聴（絶対音感者が多く持つ共感覚として知
られる）

風景に音が聞こえる＝音視（色聴よりはまれ）

味に色が見える

匂いに色が見える

味に形がある

匂いに形がある

触感に色がある

人や物を見ただけで触れることができる＝ミラータッチ共感覚

　など



ひらがな・カタカナ



アルファベット・数字・音階



漢字



書



書



共感覚絵画



■従来の共感覚への見方＝wild, lunaticなど否定的、恐怖・不安・差別の対象

● 19世紀西洋の一般の人々は共感覚者を「野蛮で狂気」であると見ていた。

Galton, Francis, Inquiries into Human Faculty and its Development. 1883. 
London: Dent, 1911, 111. 

●「あなたが研究しているのは、精神遅滞者で脳ミソが無茶苦茶な人たちだ」と
同僚から言われた。

Cytowic, Richard E, The Man Who Tasted Shapes. 1993. Cambridge, Mass.: 
Bradford, 2003. s, 34

●「共感覚をほめることは、人間の意識から牡蠣（カキ）の意識に戻ることを進
歩と呼ぶようなものである」

Nordau, Max Simon, Degeneration: Translated from the Second Edition of the 
German Work. Lincoln: University of Nebraska Press, 1993, 142.



■現在の共感覚研究者の見方＝肯定的、実在の感覚と認める、個性、長所

いわば「乳幼児総共感覚者説」

●「少なくとも乳児は皆共感覚者であり、脳の機能分化が無い」

Maurer, Daphne and Maurer, Charles, The World of the Newborn, New York: 
Basic Books, 1988

●「多くの人は大人になると共感覚を失うが、2000人に1人の割合で持ち続ける
人がいる」

Marks, Lawrence E, Synesthesia: The Lucky People with Mixed-up Senses, 
Psychology Today 9, 1975

●「乳幼児は五感の強弱だけを判断している。あるいは、少なくとも視覚と聴覚
の区別は無い」

Lewkowicz, David and Turkewitz, Gerald, Intersensory Interaction in Newborns: 
Modification of Visual Preferences Following Exposure to Sound , Child 
Development 52, 1981



やまとことば　　　　　　　　　　　現代語
（ほぼ訓読みのこと）　　　　　　（ほぼ音読みのこと）

「色が身にしみる」（和歌）

「味を見る」

「音色を味わう」

「香りを聞く」（香道）

「柔らかい音」

「重々しい色」

＝幼児期・古代日本・先
住民社会では共感覚
が生活になじんでいた
（いる）のではないか

「色彩が身体に浸透する」

「美味を目撃する」

「音波の色彩を賞味する」

「香気を聞知する」

「柔軟な疎密波」

「重厚な可視光線」

“hear color(s)”
“see sound(s)”
＝wild（野蛮）、lunatic（狂気）

と言われた要因
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